
10
月
１
日
か
ら
市
役
所
で
受
付
け

で
き
る
申
請
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
に
係
る

新
規
申
請
、
切
替
新
規
申
請
、
訂
正
新

規
申
請
、
記
載
事
項
変
更
申
請
、
査
証

欄
増
補
申
請
、
紛
失
の
届
出
と
な
り
ま

す
。詳

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
合
市
民
課
（
市
役
所
１
階
４
番
窓

口
）

■
保
険
料
免
除
を
申
請
す
る
人
は
お

早
め
に

７
月
分
保
険
料
の
納
期
限
は
８
月

31
日
㈪
で
す
。
７
月
分
以
降
の
保
険
料

免
除
を
受
け
た
い
人
は
、
８
月
末
ま
で

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

６
月
分
ま
で
免
除
が
承
認
さ
れ
て

い
る
継
続
審
査
対
象
者
以
外
の
人
や

６
月
分
ま
で
の
免
除
を
申
請
し
た
が
、

ま
だ
審
査
結
果
の
出
て
い
な
い
人
も

７
月
分
以
降
の
免
除
を
希
望
す
る
人

は
８
月
末
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
７
月
末
ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
免
除
申
請
用
紙
が
届
い
て
い
な
い

人
は
、
年
金
手
帳
・
認
め
印
を
持
参
の

う
え
、
保
険
年
金
課
で
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口
座

振
替
が
お
ト
ク
で
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
口
座

振
替
に
す
る
と
、
振
替
方
法
に
よ
っ
て

は
、保
険
料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

保
険
料
の
納
め
忘
れ
の
心
配
も
な
く
、

金
融
機
関
な
ど
に
行
く
手
間
も
省
け

て
便
利
で
す
。

口
座
振
替
納
付
方
法

①
毎
月
納
付
（
翌
月
末
振
替
）
…
通
常

の
振
替
方
法
で
、
割
引
は
あ
り
ま
せ

ん
。

②
毎
月
納
付
（
当
月
末
振
替
に
よ
る
早

割
）
…
当
月
分
の
保
険
料
を
当
月
末
に

口
座
か
ら
引
き
落
と
す
こ
と
で
割
引

が
適
用
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
初
回
振

替
時
の
み
前
月
分
（
割
引
な
し
）
と
当

月
分
（
割
引
あ
り
）
の
保
険
料
を
合
わ

せ
て
引
き
落
と
し
ま
す
。

③
６
か
月
前
納
…
上
半
期
（
４
月
～
９

月
）・
下
半
期（
10
月
～
３
月
）分
を
そ

れ
ぞ
れ
一
括
し
て
前
払
い
す
る
振
替

方
法
で
、
早
割
よ
り
も
割
引
額
は
大
き

く
な
り
ま
す
。

④
１
年
前
納
…
１
年
分
（
４
月
～
翌
年

３
月
）
を
一
括
し
て
前
払
い
す
る
方
法

で
、
６
か
月
前
納
よ
り
割
引
額
は
大
き

く
な
り
ま
す
。

④
２
年
前
納
…
２
年
分
（
４
月
～
翌
々

年
３
月
）
を
一
括
し
て
前
払
い
す
る
の

で
割
引
額
は
最
大
に
な
り
ま
す
。

注
意

▽
６
か
月
・
１
年
・
２
年
前

納
は
、
初
回
振
替
月
ま
で
割
引
の
な
い

毎
月
納
付
（
翌
月
末
振
替
）
に
な
り
ま

す
。
　
▽
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
し

て
い
る
人
は
、
毎
月
納
付
（
翌
月
末
振

替
）
の
み
の
利
用
で
す
。
　
▽
１
年
・

２
年
前
納
は
２
月
末
日
ま
で
に
、
10
月

分
か
ら
の
半
年
前
納
は
８
月
末
日
ま

で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

口
座
振
替
申
込
先
年
金
事
務
所
、
各

金
融
機
関
、
市
保
険
年
金
課

手
続
き
に
必
要
な
も
の

年
金
手
帳
、

預
貯
金
通
帳
、
金
融
機
関
の
届
出
印

口
座
振
替
の
開
始
は
、
申
込
日
か
ら

２
～
３
か
月
程
度
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
願
い
し
ま

す
。
特
に
口
座
振
替
で
の
前
納
を
ご
希

望
の
場
合
、
申
し
込
み
が
遅
れ
る
と
前

納
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合

堺
西
年
金
事
務
所
（
☎
０
７

２
・
２
４
３
・
７
９
０
０
）

泉
大
津
公
共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
泉
大
津
）
お
よ
び
泉
大
津

労
働
基
準
監
督
署
が
９
月
24
日
㈭
か

ら
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
（
旭
町
22
ー

45
）
へ
移
転
し
ま
す
。

問
合

▽
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
泉
大
津

（
☎
32
・
５
１
８
１
）
　
▽
泉
大
津

労
働
基
準
監
督
署
（
☎
32
・
３
８
８

８
）
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金
婚
（
結
婚
50
年
）
を
迎
え
た
ご
夫

婦
を
招
い
て
、
記
念
写
真
を
撮
り
記
念

品
を
お
配
り
し
ま
す
。

日
時
10
月
１
日
㈭
　
午
前
11
時
～

場
所

ホ
テ
ル
レ
イ
ク
ア
ル
ス
タ
ー

ア
ル
ザ
泉
大
津

対
象

昭
和
39
年
９
月
16
日
～
昭
和

40
年
９
月
15
日
に
婚
姻
し
た
市
内
在

住
の
ご
夫
婦

申
込
・
問
合

８
月
28
日
㈮
ま
で
に

印
鑑
を
持
参
し
、
高
齢
介
護
課
（
市
役

所
１
階
６
番
窓
口
）
へ

■
70
歳
未
満
の
人
が
入
院
す
る
と
き

は
限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

70
歳
未
満
の
人
が
入
院
す
る
と
き
や

高
額
の
外
来
診
療
を
受
け
る
と
き
に

は
、
事
前
に
保
険
年
金
課
へ
限
度
額
適

用
認
定
証
の
交
付
を
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。
申
請
に
は
保
険
証
と
認
印
（
シ

ャ
チ
ハ
タ
不
可
）
が
必
要
で
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証
を
医
療
機
関

な
ど
に
提
示
す
る
こ
と
で
、
医
療
機
関

な
ど
の
窓
口
で
の
お
支
払
い
は
限
度

額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
複
数
の

医
療
機
関
な
ど
へ
の
支
払
い
で
限
度

額
を
超
え
る
場
合
は
、
後
日
に
支
給
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

限
度
額
適
用
認
定
証
は
、
保
険
料
の

滞
納
が
な
い
こ
と
を
確
認
で
き
た
場

合
に
限
っ
て
交
付
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
保
険
料
の
滞
納
が
あ
っ
て

も
、
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
場
合
は
、
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、
保
険
年
金
課
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

限
度
額
は
世
帯
ご
と
に
違
い
ま
す

自
己
負
担
限
度
額
は
表
の
と
お
り

世
帯
の
区
分
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

食
事
代
の
減
額
に
つ
い
て

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
つ
い
て
は
、

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
減
額
認
定

証
」
を
交
付
し
ま
す
。
保
険
証
と
一
緒

に
医
療
機
関
な
ど
へ
提
示
す
る
こ
と

に
よ
り
、
限
度
額
ま
で
の
支
払
い
と
食

事
代
の
減
額
の
両
方
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

な
お
、
毎
年
８
月
に
切
り
替
え
の
た

め
の
申
請
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
所
得

に
応
じ
て
自
己
負
担
割
合
な
ど
が
決

ま
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
所
得
の
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
医
療
費
の
一
部
負
担
金
(お
医
者
さ

ん
に
か
か
っ
た
と
き
の
自
己
負
担
分
)

の
減
免
に
つ
い
て

震
災
や
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
災
害
に
よ
っ
て
資
産
に

著
し
い
損
害
を
受
け
た
り
、
事
業
も
し

く
は
業
務
の
休
止
、
廃
止
ま
た
は
失
業

に
よ
り
、
収
入
が
減
少
し
、
利
用
し
得

る
資
産
(預
貯
金
な
ど
を
含
む
)を
活
用

し
て
も
、
な
お
一
部
負
担
金
の
支
払
い

が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
減

額
、
免
除
ま
た
は
徴
収
猶
予
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
状
況
な
ど
一
定
の

条
件
が
あ
り
ま
す
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

保
険
証
・
印
鑑
・
医
師
の
意
見

書
・
収
入
状
況
な
ど
報
告
書

問
合
保
険
年
金
課
（
市
役
所
１
階
５

番
窓
口
）

サ
ー
ビ
ス
利
用
可
能
対
象
と
な
る
難

病
が
３
３
２
疾
病
に
拡
大

平
成
25
年
４
月
か
ら
、
障
が
い
者
総

合
支
援
法
に
お
け
る
障
が
い
者
の
定
義

の
範
囲
が
見
直
さ
れ
、
難
病
を
有
す
る

人
が
新
た
に
加
わ
り
、
身
体
障
が
い
者

手
帳
な
ど
が
取
得
で
き
な
い
場
合
で
も

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
難
病
の
対
象
範
囲
が
見

直
さ
れ
、
３
３
２
疾
病
（
従
前
は
１
５

１
疾
病
）
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。
障

が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
る

３
３
２
疾
病
の
詳
し
い
内
容
や
障
が

い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
障
が
い
福
祉
課
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
障
が
い
福
祉
課
（
市
役
所
１
階

10
番
窓
口
）

河
原
町
市
営
住
宅
整
備
事
業
に
伴

う
余
剰
地
を
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
で
売
却
し
ま
す
。

所
在
　
河
原
町
２
６
４
ー
２
の
一
部

面
積
約
７
９
０
０
㎡
（
予
定
）

実
施
要
領
配
付
期
間

８
月
３
日
㈪

～
31
日
㈪

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
合
ま
ち
づ
く
り
政
策
課

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

区
分 所得区分 3回目まで 4回目以降（※2）

ア

イ

ウ

エ

オ

所得 (※1)901 万円超

自己負担限度額（月額）

所得 (※1)600 万円超
901万円以下

所得 (※1)210 万円超
600万円以下

所得 (※1)210 万円以
下（住民税非課税世帯
を除く）

住民税非課税世帯

25 万 2,600 円＋医療費が
84 万 2,000 円を超えた場
合は、その超えた分の 1％

16 万 7,400 円＋医療費が
55 万 8,000 円を超えた場
合は、その超えた分の 1％

8 万 100 円＋医療費が 26
万 7,000 円を超えた場合
は、その超えた分の 1％

5万 7,600 円

3万 5,400 円

14万 100円

9万 3,000 円

4万 4,400 円

4万 4,400 円

2万 4,600 円

※1　基礎控除後の「総所得金額など」にあたります。
※2　過去 12 か月間に、一つの世帯での支給が 4 回以上あった場
　　  合は、4回目以降の限度額になります。
なお、所得申告のない場合は、上位所得者（ア）とみなされます。

８月３日㈪～７日㈮までの期間、道路の舗装工事
による通行止めのため、北回りの畦田公園前バス停
が池上曽根弥生学習館前バス停に変更になります。

また、このバス停の変更の期間中、北回りルートの
時刻について、遅れがでる見込みです。ご理解ご協力
お願いします。
問合 高齢介護課（市役所１階 6 番窓口）

工事期間「ふれあいバス」
バス停の変更について

① 限度額適
用認定証の
交付申請

② 限度額適用認
定証を交付

③ 限度額適用認定証を提示し、
限度額まで支払う

④ 限度額を超え
る分を支払う

■ 限度額適用認定証の交付の流れ

国　保

患　者 医療機関
など

池上曽根
弥生学習館

条
東
幼

条
東
小

ローソン

情
報
か
わ
ら
版

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N! 

イ
ベ
ン
ト
や
各
種
講
座

な
ど
の
ご
案
内
で
す
。

STU
DY
! 

NE
WS
! 

EV
EN
T! 

INF
OR
MA
TIO
N!

市役所
お知らせ

からの

市
役
所
で
パ
ス
ポ
ー
ト
が

申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

※H27年7月1日現在 。
( ）は前月比

●総人口
 75,955人 (+23人)
●女
 39,492人 (+22人)
●男
 36,463人  (＋1人)
●世帯数
33,611世帯(＋19世帯)
●面積
   13.41㎢   (±0㎢)

住宅用火災警報器の相談は泉大津市消防署へ！
泉大津市消防署予防係（☎21・0119）

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が

移
転
し
ま
す
！

障
が
い
者
総
合
支
援
法

26

金
婚
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
へ

昨年の金婚祝賀会の様子

市
営
住
宅
余
剰
地
の
売
却
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タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

28

も
し
市
税
を
滞
納
し
て
し
ま
う
と

納
期
限
が
過
ぎ
る
と
、
延
滞
金
が
加

算
さ
れ
、
貴
重
な
財
産
（
預
貯
金
・
不

動
産
・
給
与
な
ど
）
が
差
し
押
さ
え
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

延
滞
金
･･･延
滞
金
は
法
律
に
よ
り
徴

収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
納
期
内
納
付
を
さ

れ
て
い
る
人
と
の
公
平
性
の
確
保
の

た
め
に
も
延
滞
金
は
い
た
だ
き
ま
す
。

   納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
、
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

口
座
振
替
（
自
動
払
込
）
に
し
て
い

た
だ
く
と
、
納
付
の
手
間
が
省
け
て
、

確
実
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
非
常
に
便
利
で
す
。
お
申
し
込

み
は
、
引
落
通
帳
と
金
融
機
関
届
出
印

を
持
参
の
う
え
、
市
内
の
金
融
機
関
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）
税
務
課
窓

口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご

連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
、
申
込
用
紙
を

送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
税
務
課
納
税
係
（
市
役
所
１
階

７
番
窓
口
）

公
共
下
水
道
は
、
水
質
の
汚
濁
や
浸

水
の
防
止
、
ト
イ
レ
の
水
洗
化
な
ど
、

私
た
ち
が
快
適
な
生
活
を
送
る
た
め

に
欠
か
せ
な
い
施
設
で
す
。

８
月
１
日
か
ら
新
た
に
次
の
区
域
で

公
共
下
水
道
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
96
・
５
％
の
市
民
の
皆
さ
ん
が

ご
利
用
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

新
た
に
公
共
下
水
道
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
地
域

昭
和
町
、
東
雲
町
、
条
南
町
、
二
田
町

二
丁
目
、
曽
根
町
二
丁
目
、
宮
町
、
寿

町
、
板
原
町
四
丁
目
、
我
孫
子
、
穴
田
、

豊
中
町
二
丁
目
、
北
豊
中
町
二
丁
目
、

北
豊
中
町
三
丁
目
、
東
豊
中
町
一
丁
目

の
各
一
部

公
共
下
水
道
が
利
用
で
き
る
区
域

に
な
る
と
、
家
庭
排
水
や
浄
化
槽
な
ど

は
、
６
か
月
以
内
に
公
共
下
水
道
に
接

続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
（
た
だ

し
、く
み
取
り
便
所
は
３
年
以
内
）。水

洗
化
工
事
は
、
市
の
指
定
を
受
け
た
業

者
で
な
い
と
施
工
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
水
洗
化
へ
の
助
成
と
貸
付

市
で
は
、
個
人
で
既
設
の
く
み
と
り

便
所
（
し
尿
浄
化
槽
に
よ
る
便
所
を
含

む
）
を
水
洗
便
所
に
改
造
す
る
工
事
に

対
し
、
助
成
金
お
よ
び
貸
付
金
制
度

（
上
限
60
万
円
で
無
利
子
）
を
設
け
て

い
ま
す
。

水
洗
化
工
事
助
成
の
詳
細

（
下
水
道
供
用
開
始
の
公
示
日
か
ら
個

人
で
水
洗
便
所
改
造
工
事
を
行
う
ま

で
の
期
間
／
助
成
額
）

▽
１
年
以
内
／
５
万
円
　
▽
２
年
以

内
／
４
万
円
　
▽
３
年
以
内
／
３
万

円
　
▽
３
年
経
過
以
降
／
な
し

■
下
水
道
使
用
料
は
水
道
料
金
と
一

緒
に
納
付
を

公
共
下
水
道
を
利
用
し
て
い
た
だ

く
よ
う
に
な
る
と
、
水
道
の
使
用
水
量

に
応
じ
た
使
用
料
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
下

水
道
施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
に
使

わ
れ
る
も
の
で
、
水
道
料
金
と
一
緒
に

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
の
軽
減
に
つ
い
て

市
民
税
が
非
課
税
（
生
活
保
護
世
帯

は
除
く
）
で
次
の
世
帯
に
該
当
す
る
人

は
、
下
水
道
使
用
料
が
上
限
６
０
０
円

（
消
費
税
含
ま
ず
）
軽
減
さ
れ
ま
す
の

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
世
帯
／
要
件

▽
ひ
と
り
親
世
帯
／
ひ
と
り
親
家
庭

の
医
療
証
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

▽
高
齢
者
世
帯
／
世
帯
構
成
員
が
全

員
70
歳
以
上
　
▽
障
が
い
者
世
帯
／

身
体
障
が
い
者
手
帳
１
・
２
級
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
及
び
精
神
障
が

い
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級
の
交

付
を
受
け
て
い
る
人
並
び
に
療
育
手

帳
Ａ
・
Ｂ
１
の
交
付
を
受
け
て
い
る

人
が
属
す
る
世
帯
ま
た
は
特
別
児
童

扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
世
帯

公
共
下
水
道
利
用
を
ご
希
望
の
皆
さ

ん
へ現

在
、
公
共
下
水
道
を
利
用
で
き
な

い
区
域
で
、
利
用
を
希
望
す
る
人
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
公
共
下
水
道
本
管
の

整
備
計
画
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

問
合
下
水
道
課
（
市
役
所
２
階
25
番

窓
口
）

女
性
が
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
直

面
す
る
悩
み
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
女
性

相
談
は
そ
ん
な
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を

打
ち
明
け
ら
れ
る
場
。
自
分
の
気
持
を

素
直
に
表
現
し
「
あ
る
が
ま
ま
の
自

分
」
を
受
け
入
れ
「
自
分
ら
し
さ
を
取

り
戻
す
」
場
で
も
あ
り
ま
す
。
自
分
を

責
め
る
の
で
は
な
く
、
不
安
の
対
象
を

は
っ
き
り
さ
せ
、
理
由
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
お

電
話
く
だ
さ
い
。
女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
、
あ
な
た
と
一
緒
に
考
え
、
問
題
解

決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
相
談
時
間

は
一
人
１
時
間
程
度
で
す
。
事
前
予
約

（
☎
21
・
６
５
５
５
）が
必
要
で
す
。相

談
日
な
ど
は
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
人
権
市
民
協
働
課
（
☎
33
・
９

２
０
８
）、に
ん
じ
ん
サ
ロ
ン（
☎
21
・

６
５
５
５
）
へ

森
町
自
治
会
で
は
、
会
員
相
互
の
親

睦
を
図
る
た
め
、
７
月
よ
り
自
治
会
館

を
日
頃
か
ら
集
え
る
場
と
し
て
活
用

を
は
じ
め
ま
し
た
。
自
治
会
で
は
利
用

者
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
フ

ロ
ア
改
修
な
ど
の
準
備
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
７
月
５
日
㈰
に
は
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
、
た
く
さ

ん
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
今
後
、

気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
の
場
と
し
て
の
活
用
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
放
時
間

午
前
10
時
～
午
後
４
時

ま
で

開
放
日
週
４
日
（
月
・
水
・
金
・
土

曜
日
。
９
月
、
10
月
を
除
く
）

開
放
場
所
森
町
自
治
会
館

問
合
森
町
自
治
会
　
池
野
（
☎
０
９

０
・
３
８
６
３
・
０
３
９
４
）

広
報
い
ず
み
お
お
つ
４
月
号
43
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
た
、
「
市
が
契

約
す
る
施
設
の
利
用
料
金
を
補
助
し

ま
す
」
に
つ
い
て
、
先
着
50
人
に
達

し
ま
し
た
の
で
今
年
度
の
募
集
を
終

了
し
ま
す
。

問
合

生
涯
学
習
課
（
市
役
所
３

階
）

広
が
る
公
共
下
水
道

衛
生
的
な
生
活
は
水
洗
化
か
ら

ご
利
用
く
だ
さ
い

「
女
性
相
談
」

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
拠
点
づ
く
り

森
町
自
治
会
館
を
開
放

（「
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き

４
月
に
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
が
開
始
し
た
こ
と
に
と
も
な
い
、
市

役
所
１
階
ロ
ビ
ー
に
て
市
民
生
活
応

援
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
こ
の
窓

口
は
皆
さ
ん
の
生
活
や
就
労
を
応
援

す
る
と
こ
ろ
で
、
相
談
は
無
料
で
す
。

支
援
員
が
お
話
を
う
か
が
い
、
ど
の
よ

う
な
支
援
が
必
要
か
一
緒
に
考
え
て

問
題
解
決
に
向
け
お
手
伝
い
を
行
い

ま
す
の
で
、
生
活
に
お
困
り
の
人
・
悩

み
を
抱
え
て
い
る
人
は
、
ま
ず
は
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
お
電
話
で
も
結

構
で
す
。

問
合

生
活
福
祉
課
市
民
生
活
応
援

窓
口
（
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
　
☎
33
・

９
２
５
４
）

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
り
、
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
を
確
保
す
る
た
め
、「
こ
ど
も
１
１

０
番
」
運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

▽
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家

も
し
も
の
と
き
に
、
子
ど
も
た
ち
が

助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
、
地
域
の
協
力
家
庭
や
店
が
目
印
と

な
る
旗
や
ス
テ
ッ
カ
ー
を
掲
げ
て
い
ま

す
。学
校
や
家
の
近
く
の「
こ
ど
も
１
１

０
番
の
家
」
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
家
庭
や
地
域
の
皆
さ
ん
で
子
ど
も

た
ち
を
守
り
ま
し
ょ
う

一
人
で
遊
ば
な
い
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
に
犯
罪
か
ら
自
分
の
身
を
守
る
方

法
を
教
え
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も
の
様
子

を
う
か
が
う
、
車
か
ら
子
ど
も
に
話
か

け
る
な
ど
の
不
審
者
を
見
か
け
た
ら
、

子
ど
も
を
守
り
、
す
ぐ
に
警
察
に
通
報

し
ま
し
ょ
う
。

問
合

生
涯
学
習
課
（
市
役
所
３
階
）

次
の
都
市
計
画
の
案
を
作
成
す
る

に
あ
た
り
公
聴
会
を
開
催
し
ま
す
（
説

明
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
案
の
概
要

は
、
８
月
３
日
㈪
か
ら
17
日
㈪
ま
で
ま

ち
づ
く
り
政
策
課
で
閲
覧
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▽
南
部
大
阪
都
市
計
画
用
途
地
域
の

変
更
（
市
決
定
）

▽
南
部
大
阪
都
市
計
画
風
致
地
区
の

変
更
（
市
決
定
）

日
時
８
月
21
日
㈮
　
午
前
10
時
～

場
所
職
員
会
館
３
階
集
会
室

申
込
公
述
希
望
者
は
、
公
述
申
出
書

（
様
式
指
定
）
を
、
傍
聴
希
望
者
は
、
は

が
き（
電
子
メ
ー
ル
も
可
）に
住
所
、氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
ま
ち

づ
く
り
政
策
課
（
〒
５
９
５
ー
８
６
８

６
〈
住
所
記
載
不
要
〉）
へ

締
め
切
り
　
８
月
17
日
㈪
（
必
着
）

問
合
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
（
メ
ー
ル

m
atisei@
city.izum
iotsu.osaka.

jp）６
月
15
日
㈪
～
19
日
㈮
の
５
日
間

に
わ
た
り
、
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー
に
て

環
境
展
を
開
催
し
ま
し
た
。
開
催
中
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
環
境
展
で
も

募
集
し
た
「
地
域
環
境
基
金
を
使
っ
た

事
業
へ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
！
」
は

引
き
続
き
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
合
　
環
境
課
（
市
役
所
２
階
21
番
窓

口
）

～
戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
～

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、平
成
27
年
４
月
１
日
現
在
、公
務
扶

助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る

人
が
い
な
い
場
合
、
次
の
順
位
の
遺
族

１
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
弔
慰
金
の
支

給
に
は
高
齢
介
護
課
窓
口
（
市
役
所
１

階
６
番
窓
口
）で
申
請
が
必
要
で
す
。申

請
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

順
位

①
弔
慰
金
の
受
給
権
者
　
②

戦
没
者
な
ど
の
子
　
③
戦
没
者
な
ど

の
⑴
父
母
⑵
孫
⑶
祖
父
母
⑷
兄
弟
姉

妹
　
※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
、
生

計
関
係
を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
に

よ
り
順
番
が
入
れ
替
わ
り
ま
す
。

④
①
～
③
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の
三

親
等
内
の
親
族
（
お
い
、
め
い
な
ど
）

※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し

て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。

支
給
内
容
額
面
25
万
円
（
５
年
償
還

の
記
名
国
債
）

請
求
期
限
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

※
第
８
・
９
回
と
違
う
人
が
請
求
す

る
場
合
や
、
今
回
初
め
て
請
求
す
る
場

合
は
必
要
書
類
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

た
め
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
高
齢
介
護
課
（
市
役
所
１
階
６

番
窓
口
）

市
民
生
活
応
援
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す

８
月
は
「
こ
ど
も

１
１
０
番
月
間
」
で
す

都
市
計
画
に

つ
い
て
の
公
聴
会

環
境
展
を
開
催
し
ま
し
た

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
対
す
る

特
別
弔
慰
金
支
給
（
第
10
回
）

「広報いずみおおつ」広告募集（有料）
　「広報いずみおおつ」では、毎月広告を掲載しています。
これは、市内産業の振興を図り、良質な商品やサービスなど
に関する情報を提供するために行うものです。皆さんのご理
解とご協力をお願いします。
　掲載を希望される事業者は、下記広告代理店までお問い合

わせください。
○広告サイズ…幅 183mm×高さ 49mm（2色刷り）
○広告掲載料…下記広告代理店へお問い合わせください。
※広告掲載基準により取り扱いができないものがあります。

申込・問合　　合同会社 IM総合企画　☎072・242・7997　FAX 072・296・7375

市民生活応援窓口

オープニング当日の様子

市
税
を
納
付
し
ま
し
ょ
う

施
設
利
用
料
金
補
助

募
集
終
了
の
お
知
ら
せ

こども110番ロゴマーク

広告についてのお問い合わせは、合同会社IM総合企画（☎072・242・7997）へ。



31 広報いずみおおつ　平成27年8月号

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

30

交
付
希
望
者
を
追
加
募
集
し
ま
す
！

（
事
前
申
請
）

幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
を
購
入

し
た
人
に
対
し
て
、
助
成
金
を
交
付
し

ま
す
。
申
請
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し

ま
す
。

▽
交
付
を
受
け
ら
れ
る
人
（
①
～
⑤
を

す
べ
て
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
）

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
現
に
居

住
し
て
い
る
こ
と
　
②
同
一
の
世
帯

員
を
含
め
て
、
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な

い
こ
と
　
③
６
歳
未
満
の
幼
児
を
２

人
以
上
養
育
し
て
い
る
こ
と
　
④
そ

の
他
、
交
付
要
綱
に
定
め
る
要
件
に
該

当
す
る
こ
と
　
⑤
過
去
に
こ
の
制
度

に
よ
る
助
成
金
を
受
け
て
い
な
い
こ

と
（
１
世
帯
に
つ
き
１
台
の
み
）

対
象
自
転
車

市
か
ら
購
入
承
諾
書

の
通
知
を
受
け
た
後
に
購
入
し
た
自

転
車
で
、
一
般
社
団
法
人
自
転
車
協
会

が
定
め
る
自
転
車
安
全
基
準
ま
た
は

一
般
財
団
法
人
製
品
安
全
協
会
が
定

め
る
認
定
基
準
に
適
合
し
、「
Ｂ
Ａ
Ａ

マ
ー
ク
」
も
し
く
は
「
Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
」

と
、「
幼
児
２
人
同
乗
基
準
適
合
車
マ

ー
ク
」
の
２
種
類
が
貼
付
さ
れ
て
お

り
、
前
後
に
２
席
の
専
用
幼
児
用
座
席

（
ヘ
ッ
ド
ガ
ー
ド
が
あ
る
も
の
）
を
装

備
し
た
も
の
。
た
だ
し
、
中
古
品
お
よ

び
転
売
品
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

助
成
金
額

購
入
費
の
２
分
の
１
に

相
当
す
る
額
（
た
だ
し
、
千
円
未
満
は

切
り
捨
て
）

※
同
時
購
入
し
た
専
用
幼
児
用
座
席

前
後
２
席
お
よ
び
幼
児
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
２
個
に
係
る
費
用
も
含
み
ま
す
。

限
度
額

①
電
動
ア
シ
ス
ト
機
能
無

し
…
３
万
円
　
②
電
動
ア
シ
ス
ト
機

能
付
き
･･･４
万
５
０
０
０
円

事
前
申
請
期
間

８
月
３
日
㈪
～
31

日
㈪
　
※
購
入
後
の
申
請
は
受
付
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

助
成
予
定
人
数
70
人
前
後

問
合
環
境
課
（
市
役
所
２
階
21
番
窓

口
）国

民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関

す
る
重
要
事
項
を
審
議
す
る
「
国
民
健

康
保
険
運
営
協
議
会
」
の
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

募
集
人
員
２
人

応
募
資
格

平
成
27
年
10
月
１
日
現

在
20
歳
以
上
の
泉
大
津
市
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
（
国
お
よ
び
地
方
公

共
団
体
の
議
員
お
よ
び
職
員
を
除
く
）

会
議
開
催

２
時
間
程
度
の
会
議
を

年
２
回
程
度
開
催
予
定
（
開
催
は
主
に

平
日
の
午
後
）

委
嘱
期
間

10
月
１
日
～
平
成
29
年

９
月
30
日
（
２
年
間
）

応
募
方
法
所
定
の
応
募
用
紙
と
「
国

民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て
思
う
こ

と
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
文
（
８
０
０

字
程
度
）
を
添
え
て
、
保
険
年
金
課
へ

持
参
、
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
な
ど
は
、
保
険
年
金
課
で
配

布
す
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
※
応
募
書

類
に
つ
い
て
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

募
集
期
間

８
月
３
日
㈪
～
28
日
㈮

（
必
着
）

選
考

選
考
は
提
出
さ
れ
た
作
文
な

ど
に
よ
り
行
い
、
結
果
に
つ
い
て
は
応

募
者
全
員
に
文
書
で
通
知
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
保
険
年
金
課
（
市
役
所

１
階
５
番
窓
口
）

敬
老
の
日
に
ち
な
み
、
シ
ル
バ
ー
展

を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご

出
品
く
だ
さ
い
。

日
時

９
月
11
日
㈮
～
13
日
㈰
　
午

前
10
時
～
午
後
５
時
（
た
だ
し
13
日
は

午
後
３
時
30
分
ま
で
）

場
所
織
編
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

対
象

満
60
歳
以
上
の
人
で
一
人
１

部
門
、
１
作
品
に
限
る

内
容

部
門
お
よ
び
作
品
の
寸
法

▽
洋
画
…
30
号
以
内
　
▽
日
本
画
…

30
号
以
内
　
▽
書
…
半
切
以
内
（
表
装

作
品
で
、
仮
巻
は
不
可
）
　
▽
写
真
…

カ
ラ
ー
は
４
ツ
切
以
上
、
白
黒
は
半
切

以
上
で
ど
ち
ら
も
全
紙
ま
で
（
パ
ネ
ル

張
ま
た
は
額
装
）
　
▽
工
芸
…
立
体
の

場
合
一
辺
が
30
cm
以
内
、
平
面
の
場
合

１
㎡
以
内

作
品
搬
入
・
搬
出
日

▽
搬
入
…
９

月
10
日
㈭
　
午
前
10
時
～
正
午
に
直

接
会
場
へ
　
▽
搬
出
…
13
日
㈰
　
午

後
３
時
30
分
～
５
時
（
時
間
厳
守
）

申
込
・
問
合

生
涯
学
習
課
に
備
え

付
け
の
出
品
申
込
書
、
ま
た
は
官
製
は

が
き
に
①
部
門
・
題
名
お
よ
び
作
品

の
寸
法
、
②
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
年
齢
・
電
話
番
号
、
③
題
箋
に
年

齢
記
載
を
希
望
す
る
人
は
「
希
望
す

る
」
と
明
記
し
、
８
月
28
日
㈮
ま
で
に

生
涯
学
習
課
（
〒
５
９
５
ー
８
６
８
６

市
役
所
３
階
）
へ

市
内
在
住
で
原
則
60
歳
以
上
の
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
人
、
シ
ル
バ
ー

に
登
録
し
て
就
業
し
ま
せ
ん
か
。
毎
月

入
会
説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時
８
月
21
日
㈮
　
午
後
１
時
30
分

～場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
第

１
会
議
室

問
合

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

（
☎
23
・
１
０
０
７
）

国際交流事業および一般事務補助業務を行う嘱託員
を募集します。
勤務時間　週約 29 時間
資格 ①平成 27 年 8 月 1 日現在で 60 歳未満の人（定
年 60 歳）　②英語による電話およびメールなどでの連絡
や文書作成のできる人　③パソコン操作のできる人（文
書作成・表計算等中級程度）　④地方公務員法第 16 条

（欠格条項）に該当しない人
報酬　月額 12 万 6,100 円（昇給制度あり）
採用人数　1 人　　選考方法 ▷1 次試験　筆記試験　
8 月 27 日㈭午後６時から　市役所にて
▷2 次試験については配付する試験要領をご覧ください。
雇用条件等 詳細は、「泉大津市国際交流事業及び一般事
務補助非常勤嘱託員採用試験要領」をご覧ください。
採用試験要領と申込書等の配付 人事課（市役所 4 階）
市ホームページでもダウンロードが可能です。
申込 8 月 10 日㈪から 19 日㈬までに人事課へ
問合　人事課（市役所 4 階）

一般事務補助非常勤嘱託員募集(10月採用）

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車

購
入
費
助
成
希
望
者
募
集

（「
市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
」
の
続
き
）

～
限
り
あ
る
資
源
、
水
を
大
切
に
使
い

ま
し
ょ
う
～

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
常
に
安

心
安
全
な
水
を
お
届
け
し
て
い
ま
す

が
、
水
も
限
り
あ
る
資
源
で
あ
る
た

め
、
こ
の
機
会
に
、
水
の
大
切
さ
を
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

水
漏
れ
の
と
き
は
ご
連
絡
を

▽
メ
ー
タ
ー
か
ら
屋
内
側
の
場
合

水
を
使
っ
て
い
な
い
の
に
メ
ー
タ

ー
内
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ
ー
ク
が
回
っ

て
い
る
と
き
は
、
ど
こ
か
で
水
漏
れ
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場

合
は
、
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
（
修
理
費
用
は

自
己
負
担
）。

▽
道
路
な
ど
の
場
合

道
路
な
ど
で
水
漏
れ
に
気
づ
い
た

人
は
、
水
道
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
蛇
口
か
ら
の
場
合

蛇
口
か
ら
の
ポ
タ
ポ
タ
漏
れ
は
、
パ

ッ
キ
ン
を
取
り
替
え
る
と
ほ
と
ん
ど

の
場
合
止
ま
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
早
く
取
り
替
え
て
く
だ
さ
い
。

次
の
場
合
は
、
３
～
５
日
前
ま
で
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
（
電
話
連
絡
可
）

▽
引
っ
越
し
し
て
き
た
と
き
（
転
入
）

▽
引
っ
越
し
さ
れ
る
と
き
（
転
出
・
転

居
）

次
の
場
合
は
、
早
く
届
け
出
て
く
だ
さ

い

▽
長
期
に
わ
た
っ
て
水
道
を
使
用
し

な
い
と
き

▽
家
の
取
り
壊
し
な
ど
で
水
道
を
廃

止
す
る
と
き

▽
使
用
者
の
名
義
が
変
わ
る
と
き

▽
用
途
や
集
合
住
宅
扱
い
の
使
用
戸

数
が
変
わ
る
と
き

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
減
免

市
で
は
、
高
齢
者
世
帯
や
重
度
身
体

障
が
い
者
な
ど
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
し
、
安
定
し
た
生
活
を
支
援
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
水
道
料
金
・
下
水
道
使

用
料
の
福
祉
減
免
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
外
か
ら
給
排
水
を
う
け
て
い

る
市
民
の
ひ
と
に
つ
い
て
も
福
祉
助

成
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
の
対

象
者
は
、
左
の
表
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を

水
道
料
金
な
ど
の
納
付
は
、
便
利
で

安
全
確
実
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
振
替
日
は
検
針
の
翌
月
17
日

（
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）
で
す
。

不
審
者
の
訪
問
に
ご
注
意
を

水
道
料
金
の
集
金
の
委
託
を
受
け

て
い
る
か
の
よ
う
に
装
っ
て
訪
問
し
、

「
水
道
料
金
が
滞
納
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
水
道
を
止
め
ざ
る
を

得
な
い
」
と
説
明
し
、
現
金
を
要
求
す

る
ケ
ー
ス
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
水

道
課
で
は
、
水
道
料
金
の
訪
問
に
よ
る

集
金
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
場
合
は
、

警
察
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

訪
問
販
売
に
ご
注
意
を

水
道
や
下
水
道
関
係
の
訪
問
販
売

や
電
話
に
よ
る
勧
誘
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
が
市
に
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
次
の
よ
う
な
こ
と
は
、
市
で
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

▽
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
ご
依
頼

の
な
い
水
質
検
査

▽
浄
水
器
な
ど
の
取
り
付
け
・
販
売

お
よ
び
点
検
や
部
品
交
換

▽
宅
地
内
で
の
水
道
管
や
下
水
管
の

水
管
洗
浄

問
合
水
道
課（
市
役
所
２
階
26
番
窓

口
）、
下
水
道
課
（
25
番
窓
口
）

共
催
企
画
展
「
戦
争
が
残
し
た
も
の
」

開
催
中

教
育
委
員
会
で
は
、
桃
山
学
院
大
学

と
連
携
事
業
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

今
年
は
日
露
戦
争
終
結
１
１
０
年
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
、
共
催
企
画
展
「
戦

争
が
残
し
た
も
の
」
と
題
し
た
日
露
戦

争
関
連
の
展
示
を
、
桃
山
学
院
大
学
史

料
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
展
示
会
場
に
は
、
日
露
戦
争
時
に

旅
順
か
ら
持
ち
帰
っ
た
ロ
シ
ア
軍
の

砲
弾
な
ど
の
織
編
館
所
蔵
資
料
を
公

開
し
て
い
ま
す
。

問
合
桃
山
学
院
大
学
（
☎
54
・
３
１

３
１
）

穴
師
校
区
で
は
今
年
度
、
子
ど
も
や

女
性
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め
、
市
民
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
な
る
防
犯
委
員
会

穴
師
支
部
を
中
心
に
各
種
団
体
、
学

校
、
警
察
、
市
が
連
携
し
て
、
当
地
区

に
お
い
て
防
犯
活
動
を
毎
月
、
重
点
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
７
月
10
日
に
は

子
ど
も
の
下
校
時
に
合
わ
せ
て
、
各
所

で
見
守
り
活
動
や
青
色
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
車
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
ま
し
た
。

問
合
人
権
市
民
協
働
課
（
市
役
所
１

階
２
番
窓
口
）

市
立
病
院
で
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方

式
に
よ
る
患
者
な
ど
の
食
事
提
供
に

関
わ
る
栄
養
管
理
・
調
理
業
務
の
委

託
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

場
所
市
立
病
院
内

募
集
要
項
・
配
布
期
間
お
よ
び
場
所

期
間

８
月
24
日
㈪
～
９
月
４
日
㈮

土
・
日
除
く

時
間
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時

～
４
時
ま
で

場
所
市
立
病
院
７
階
総
務
課

委
託
契
約
期
間

平
成
28
年
４
月
１

日
か
ら
３
年
間

問
合
市
立
病
院
総
務
課
管
理
係
（
☎

32
・
５
６
２
２
　
フ
ァ
ク
ス
32
・
８

０
５
６
）

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

所得

基準
適用世帯 水道料金 下水道使用料

329 円（消費

税などを含ま

ない。）

600 円（消費

税などを含ま

ない。）

市
民
税
非
課
税
世
帯

※ただし生活保護受給世帯を除く

ひとり親家庭の医療証の交付を受けている世帯
身体障がい者手帳１・２級の交付を受けてい
る人が属する世帯
精神障がい者保健福祉手帳１・２級の交付を
受けている人が属する世帯
療育手帳Ａ・Ｂ１の交付を受けている人が属
する世帯
特別児童扶養手当受給世帯
高齢者世帯（世帯構成員全員が 70歳以上）

水道料金・下水道使用料の減免が適用される世帯

桃
山
学
院
大
学
で
織
編
館

資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す

穴
師
校
区
で
重
点
的
に

防
犯
活
動
実
施
中

市
立
病
院

患
者
給
食
業
務
委
託
業
者
募
集

シ
ル
バ
ー
展
　
作
品
募
集

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

登
録
し
て
就
業
し
ま
せ
ん
か

下校時の見守り活動



■
第
８
回
あ
す
と
絵
本
の
読
み
語
り

会
 夏
休
み
ス
ペ
シ
ャ
ル

日
時
８
月
４
日
㈫
　
午
前
10
時
30

分
～
正
午

定
員
先
着
50
人

出
演

あ
す
と
絵
本
の
会
し
ぃ
ず
ん

ず申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

■
第
21
回
み
ん
な
が
主
役
！
あ
す
と

フ
ォ
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ

日
時

８
月
30
日
㈰
　
午
後
２
時
開

演
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

定
員
申
込
先
着
１
４
０
人

出
演
吉
岡
克
浩
氏
、
松
田
洋
子
氏
ほ

か入
場
料
５
０
０
円

申
込
要
事
前
予
約

■
「
あ
す
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
個
展
を

開
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽
ギ
ャ
ラ
リ
ー
使
用

６
日
間
…
２
万
５
９
２
０
円
（
税
込
）

２
週
間
…
５
万
１
８
４
０
円
（
税
込
）

▽
会
議
室
使
用

１
時
間
…
１
０
８
０
円
（
税
込
）
　
土

日
祝
は
、
１
日
に
つ
き
１
０
８
０
円

（
税
込
）
プ
ラ
ス
さ
れ
ま
す
。

■
貸
室

あ
す
と
ホ
ー
ル
で
は
、
サ
ー
ク
ル
活

動
、
教
室
、
会
議
に
利
用
で
き
る
貸
室

を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
ル
ー
ム
各
部
屋
１
時

間
…
１
０
８
０
円
（
税
込
）

定
員
Ａ
ル
ー
ム
30
名
、
Ｂ
・
Ｃ
ル
ー

ム
各
60
人

Ｃ
ル
ー
ム
に
は
、鏡
あ
り
。ピ
ア
ノ
、

音
響
も
あ
り
ま
す
（
別
途
料
金
が
必

要
）。１
時
間
単
位
。開
館
時
間
の
み
の

ご
利
用
で
、
土
日
祝
は
、
１
日
に
つ
き

１
０
８
０
円（
税
込
）プ
ラ
ス
さ
れ
ま
す
。

■
あ
す
と
ア
カ
デ
ミ
ー
講
座
受
講
生

募
集
中
！

一
人
１
回
限
り
無
料
体
験
で
き
ま

す
。
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
受

講
料
は
３
か
月
ご
と
に
前
納
制
で
す
。

申
込

あ
す
と
ホ
ー
ル
受
付
ま
た
は

電
話
予
約

今
回
は
絵
画
特
集
で
す
！
絵
は
心
を

癒
し
ま
す
。
気
軽
に
初
め
て
み
て
は
？

●
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
描
く
小
さ
な
水

彩
画

ポ
ス
ト
カ
ー
ド
に
、
季
節
の
モ
チ
ー
フ

や
風
景
を
ふ
ん
わ
り
し
た
タ
ッ
チ
で

描
き
ま
す
。（
見
学
の
み
）

日
時
第
２
金
曜
日
　
10
時
～
正
午

受
講
料
３
か
月
ご
と
に
前
納
制
（
３

か
月
３
回
分
４
８
６
０
円
）

講
師
八
田
靖
恵
氏
　
日
本
は
が
き

書
画
協
会

●
心
を
こ
め
て
贈
る
は
が
き
書
画

は
が
き
に
四
季
の
草
花
や
山
野
の

風
景
を
描
き
、
ひ
と
こ
と
言
葉
を
添
え

ま
す
。（
見
学
の
み
）

日
時
第
４
火
曜
日
　
10
時
～
正
午

受
講
料
３
か
月
ご
と
に
前
納
制
（
３

か
月
３
回
分
４
８
６
０
円
）

講
師

丸
山
幸
子
氏
　
日
本
は
が
き

書
画
協
会
講
師
　
日
本
は
が
き
書
画

協
会
会
長
・
ア
ト
リ
エ
香
園
主
宰

八
田
香
園
氏

●
楽
し
い
水
墨
画

墨
と
水
を
調
和
さ
せ
て
描
く
水
墨

画
を
趣
味
に
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

第
１
・
３
木
曜
日
　
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

受
講
料
３
か
月
ご
と
に
前
納
制
（
３

か
月
６
回
分
９
７
２
０
円
）

講
師
澁
田
天
游
氏
　
㈳
日
本
美
術

家
連
盟
会
員
・
大
阪
府
美
術
家
協
会

会
員

●
大
人
の
絵
画
教
室

ア
ク
リ
ル
絵
具
は
  水
に
溶
い
て
使

用
す
る
の
で
繊
細
な
水
彩
画
か
ら
重

厚
な
油
絵
の
よ
う
な
タ
ッ
チ
ま
で
描

け
ま
す
。

日
時

第
１
・
３
土
曜
日
　
午
後
１

時
～
５
時

受
講
料
３
か
月
ご
と
に
前
納
制
（
３

か
月
６
回
分
９
７
２
０
円
）

講
師

西
田
正
義
氏
　
大
阪
府
美
術

家
協
会
会
員
・
泉
大
津
市
文
化
協
会

副
会
長

●
や
さ
し
い
水
彩
画

絵
を
描
く
の
が
初
め
て
の
人
も
、
構

図
や
色
彩
、
遠
近
感
を
基
礎
か
ら
指
導

し
ま
す
。

日
時

第
１
・
２
木
曜
日
　
10
時
～

正
午

受
講
料
３
か
月
ご
と
に
前
納
制
（
３

か
月
６
回
分
９
７
２
０
円
）

講
師

池
田
和
幸
氏
　
白
亜
美
術
協

会
委
員

あ
す
と
ホ
ー
ル
（
☎
20
・
６
７

７
８
）
か
ら
の
お
知
ら
せ

33 広報いずみおおつ　平成27年8月号

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

32

～知恵と工夫を学ぼう～
一番大切なのは、地震のその瞬間に命を守ること。力のない

人でもラクに救助・脱出ができる知恵と技、子連れで避難す
る方法、身のまわりのものでだっこやおんぶをする方法など
実践を交えて学びます。「ものを増やさず、減らす防災」普段
の子育てをラクにする知恵が災害時にも威力を発揮するこ
と、子育てにも防災にもすぐに役立つヒントがいっぱいです。
日時 ８月 30 日㈰　午前 10 時～正午
場所 南公民館　　対象 市内在住・在勤の人
定員 先着 50 組（２歳までのお子さんは一緒に参加もでき
ます）　一時保育受付６か月～就学前の幼児。保育申し込み締
切８月 20 日㈭　　講師 あんどうりす氏（ＮＨＫＥテレ「す
くすく子育て」防災コーディネーターなど）
持物 筆記用具・動きやすい服装
申込・問合　８月９日㈰午前９時から本人もしくは家族が
直接南公民館（☎33・1764・ファックス 33・1300）へ。
ただし、定員に満たない場合のみ 11 日㈫から電話・ファク

スでも受け付けます。なお、申込用紙は一家族１枚配布しま
す。
～東洋医学のキホンのキ（全３回）～

東洋医学の基本をキーワードからわかりやすくお話しし
ます。また、簡単な体質チェックをしながら学びます。から
だ全体の流れを整え自然治癒力を高める東洋医学を学んで

「健康な長寿」を目指しませんか！
日時 ９月３日・17 日・10 月１日　いずれも木曜日午前
10 時～正午
場所 南公民館　　対象 市内在住・在勤の人
定員 申込先着 20 人（一時保育受付６か月～就学前の幼児
保育申込先着 10 人）
受講料 300 円　　持物 筆記用具
申込・問合 ８月 13 日㈭午前９時から受講料を添えて本
人もしくは家族が直接南公民館（☎33・1764 ファクス
33・1300）へ。ただし、定員に満たない場合のみ 14 日㈮
から電話・ファクスでも受け付けます。なお、申込用紙は一
人１枚配布します。申し込み後のキャンセル・欠席につい
ては返金できません。

「小さな命を守る」いつもの暮らしの中の防災

（「
募
集
」
の
続
き
）

大
阪
府
内

�
�
�
�
�
�
�

に
住�

み
、
義
務
教
育

�
�
�
�
�
�
�

の

年
齢

�
�
�
�

（
満�

�
15
歳�

�
）
を
こ
え
て
い
る
人�

�
の

う
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情

�
�
�
�

で
中
学
校

�
�
�
�
�
�
�を

卒
業

�
�
�
�
�し

て
い
な
い
人�

�
を
対
象

�
�
�
�
�に

、
夜
間

�
�
�

に
中
学
校
教
育

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�を

行�
�
�っ

て
い
ま
す
。

日
常
生
活

�
�
�
�
�
�
�
�
�

に
必
要

�
�
�
�

な
基
礎
的

�
�
�
�

な

学
力

�
�
�
�
�や

知
識

�
�
�

を
身�

に
つ
け
る
こ
と
が

で
き
、
中
学
校

�
�
�
�
�
�
�の

卒
業
資
格

�
�
�
�
�
�
�
�

を
取�

る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

「
あ
い
う
え
お
」
か
ら
勉
強

�
�
�
�
�で

き
、

授
業
料

�
�
�
�
�
�
�
�は

無
料

�
�
�
�

で
す
。

授
業
時
間

�
�
�
�
�
�
�
�

月
曜
日

�
�
�
�
�

～
金
曜
日

�
�
�
�
�

の

午
後

�

�

５
時�

30
分�

�
～
８
時�

30
分�

�
ま
で

入
学
期
間

�
�
�
�
�
�
�
�

９
月�

�
１
日�

�
㈫�

～
10
日�

�
㈭�

�

ま
で
（
土
曜
日

�
�
�
�

、
日
曜
日

�
�
�
�
�

、
祝
日

�
�
�
�
�は

除�
�

き
ま
す
）

※
入
学
許
可
申
請
書

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

は
，

岸
和
田
市
立
岸
城
中
学
校

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

（
岸
和
田
市
野
田
町

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

２
丁
目

�
�
�
�

）
と

岸
和
田
市
教
育
委
員
会
総
務
課

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

に
あ

り
ま
す
。

申
込

�
�
�
�
�・

問
合

�
�
�
�
�

▽
岸
和
田
市
立
岸
城

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

中
学
校

�
�
�
�
�
�
�（

☎
０
７
２
・
４
３
８
・
６
５

５
３
）

▽
岸
和
田
市
教
育
委
員
会
総
務
課

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

学
事
担
当

�
�
�
�
�
�
�

（
☎
０
７
２
・
４
２
３
・
９

６
０
７
）
午
前

�
�
�

９
時�

～
午
後

�

�

５
時�

30
分�

�

～
身
体
の
若
返
り
は
気
づ
き
か
ら
～

日
時

▽
体
力
測
定
会
　
８
月
24
日

㈪
　
午
後
１
時
～
４
時
　
▽
結
果
説

明
会
　
８
月
31
日
㈪
　
午
前
９
時
～

午
後
４
時
（
結
果
説
明
会
は
１
時
間
程

度
の
予
定
で
す
）

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
３
階

第
１
会
議
室
（
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
）

対
象
65
歳
以
上
の
市
民

要
介
護
（
支
援
）
認
定
を
受
け
て
い
る

人
、
定
期
的
に
体
力
測
定
を
受
け
て
い

る
人
は
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

定
員
予
約
制
　
20
人

参
加
費
　
無
料

持
物
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
動
き
や
す

い
服
装
や
運
動
靴
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

内
容

▽
体
力
測
定
会
…
筋
力
や
バ

ラ
ン
ス
、
柔
軟
性
な
ど
の
身
体
機
能
の

チ
ェ
ッ
ク
、
舌
の
動
き
や
飲
み
込
み
な

ど
お
口
の
機
能
チ
ェ
ッ
ク

▽
結
果

説
明
会
…
理
学
療
法
士
や
歯
科
衛
生

士
に
よ
る
結
果
説
明
や
個
別
相
談

申
込
・
問
合

８
月
10
日
㈪
よ
り
電

話
ま
た
は
直
接
、
高
齢
介
護
課
介
護
予

防
係
（
市
役
所
１
階
６
番
窓
口
）
へ

さ
ぁ
～
始
め
よ
う
！
　
筋
力
ア
ッ

プ
で
若
返
り

日
程
　
９
月
３
日
、
10
日
、
17
日
、
24

日
、
10
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、
22
日

い
ず
れ
も
木
曜
日

時
間
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
市
民
会
館
第
３
・
４
会
議
室

対
象

65
歳
以
上
の
市
民
で
運
動
制

限
の
な
い
人
　
※
運
動
に
注
意
が
必

要
な
人
は
医
師
の
診
察
を
受
け
て
運

動
の
許
可
を
も
ら
っ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。※
要
介
護（
支
援
）認

定
を
受
け
て
い
る
人
は
対
象
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

定
員
15
人

参
加
費
　
無
料

内
容
①
イ
ン
ボ
デ
ィ
測
定
（
か
ら
だ

年
齢
・
筋
肉
・
脂
肪
バ
ラ
ン
ス
な
ど

を
測
定
）・
体
力
測
定
　
②
ス
ト
レ
ッ

チ
・
筋
力
ア
ッ
プ
運
動
・
栄
養
や
口

腔
の
講
話
な
ど

講
師
理
学
療
法
士
、
運
動
指
導
士
、

栄
養
士
、
言
語
聴
覚
士
な
ど

申
込
・
問
合

８
月
11
日
㈫
よ
り
電

話
ま
た
は
高
齢
介
護
課
　
介
護
予
防

係
（
市
役
所
１
階
６
番
窓
口
）
へ

英
語
、
ハ
ン
グ
ル
、
中
国
語
、
フ
ラ

ン
ス
語
、ド
イ
ツ
語
、イ
タ
リ
ア
語
、ス

ペ
イ
ン
語
を
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
講
師
に

学
び
ま
す
。

日
時

英
語
講
座
は
第
１
・
第
３

土
曜
日
　
午
後
６
時
10
分
～
７
時
40

分
、
子
ど
も
英
会
話
教
室
お
よ
び
英
語

以
外
の
言
語
も
最
低
実
施
人
数
（
４

人
）
に
な
り
し
だ
い
実
施
予
定

場
所
市
民
会
館

定
員
４
～
８
人

受
講
料

１
回
１
２
０
０
円
～
１
５

０
０
円
（
見
学
は
１
回
無
料
で
す
）

問
合

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岸
和
田
国
際
交

流
促
進
協
会
（
☎
０
７
２
・
４
４
５
・

０
５
３
３
）

日
時
８
月
10
日
㈪
、
11
日
㈫
　
午
後

１
時
～
３
時

場
所
忠
岡
町
役
場
３
階
　
研
修
室

定
員
申
込
先
着
30
人

講
師
三
根
早
苗
氏
（
女
性
起
業
家
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
「
わ
く
ら
く
」
代
表
）

募
集
期
間
８
月
９
日
㈰
ま
で

申
込
・
問
合

地
域
経
済
課
労
働
政

策
担
当（
☎
23
・
８
６
８
９
）泉
北
就
職

情
報
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
事
務
局
（
忠

岡
町
産
業
振
興
課
☎
22
・
１
１
２
２
）

日
時

９
月
12
日
㈯
　
午
前
10
時
～

午
後
４
時

場
所
テ
ク
ス
ピ
ア
大
阪
（
旭
町
22
ー

45
）

対
象
２
０
１
６
年
卒
業
予
定
者
、
第

２
新
卒
者
　
既
卒
者
・
一
般
就
職
者

内
容

児
童
福
祉
施
設
事
業
所
に
お

け
る
、
保
育
士
・
心
理
士
・
看
護
師
・

栄
養
士
な
ど
幅
広
く
募
集
し
ま
す
。

後
援
　
大
阪
福
祉
人
材
支
援
セ
ン
タ

ー
（
大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会
）
　

問
合
児
童
養
護
施
設
（
三
ケ
山
学
園

☎
０
７
２
・
４
４
７
・
０
６
１
１
）

夜
間
学
級
生

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

を
募
集

�
�
�
�

「
女
性
の
稼
ぎ
力
」
引
き
上
げ

講
座
を
開
催
し
ま
す

外
国
語
講
座
＆

子
ど
も
英
会
話
教
室

児
童
福
祉
施
設

就
職
フ
ェ
ア
２
０
１
５

体
力
測
定
会

貯
筋
ア
ッ
プ
講
座



([そ
の
他
の
お
知
ら
せ
]の
続
き
)

第
１
期
分
の
納
期
限
は
、
８
月
31
日

㈪
で
す
。
期
限
内
に
納
付
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

８
月
に
第
１
期
分
お
よ
び
第
２
期

分
の
納
付
書
を
ま
と
め
て
送
付
し
ま

す
（
口
座
振
替
ご
利
用
の
人
を
除
く
）

の
で
、
納
付
時
に
は
、
お
間
違
い
の
な

い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合

泉
北
府
税
事
務
所
（
☎
０
７

２
・
２
３
８
・
７
２
２
１
）

夏
季
企
画
展
「
と
ん
ぼ
玉
１
０
０
人

展
～
き
ら
め
く
創
造
、
ガ
ラ
ス
作
家
た

ち
の
ア
ト
リ
エ
～
」

日
時

７
月
18
日
㈯
～
９
月
23
日
㈬

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
（
入
館
は

午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所
弥
生
文
化
博
物
館
特
別
展
示
室

内
容
ガ
ラ
ス
工
芸
の
中
で
も
、
ひ
と

き
わ
繊
細
な
輝
き
を
放
つ
と
ん
ぼ
玉
。

瑞
瑞
し
い
感
性
を
も
っ
て
表
現
さ
れ

た
現
代
作
家
た
ち
の
作
品
は
、
彩
り
豊

か
な
珠
玉
の
光
を
生
み
出
し
ま
す
。
ガ

ラ
ス
の
中
で
華
や
ぐ
小
宇
宙
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

費
用
入
館
料
（
一
般
４
０
０
円
／
65

歳
以
上
・
高
大
生
３
０
０
円
）

夏
季
企
画
展
と
ん
ぼ
玉
制
作
体
験

日
時
７
月
26
日
㈰
、
８
月
23
日
㈰

30
日
㈰
、
９
月
21
日
㈪

時
間

午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分

場
所
弥
生
文
化
博
物
館
セ
ミ
ナ
ー
室

定
員
各
日
申
込
先
着
54
人

対
象
小
学
生
以
上

体
験
料
５
０
０
円（
別
途
要
入
館
料
）

講
師
佐
竹
ガ
ラ
ス
　
流
工
房

申
込
・
問
合

７
月
４
日
㈯
午
前
９

時
30
分
か
ら
受
付
開
始
　
大
阪
府
立

弥
生
文
化
博
物
館
（
☎
０
７
２
５
・

46
・
２
１
６
２
）

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
大
阪
い
ず

み
よ
り
絵
本
「
く
じ
ら
の
お
や
こ
」
を

50
冊
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
絵
本
の

作
者
は
会
員
の
方
で
、
就
学
前
の
子
ど

も
に
見
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
向

を
受
け
、市
内
公
立
幼
稚
園
、保
育
所
、

認
定
こ
ど
も
園
と
図
書
館
に
設
置
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

34

タイトルアイコンは、対象者を表しています。  乳幼児 子ども 高齢者 親子 母子 障がい者 一般

（
無
印
）

ぜいきん納税・納付今月の

※納期内に納付してください。
※便利な口座振替をご利用ください。

●市・府民税 (普通徴収 )……第 2期分
●国民健康保険料

(普通徴収 )…………………8月分
●後期高齢者医療保険料
　(普通徴収 )…………………8月分

●介護保険料 (普通徴収 )………8月分

▽
セ
ミ
も
鳴
き
は
じ
め
暑

さ
が
増
す
一
方
で
す
が
、

ど
こ
か
へ
出
か
け
る
人
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
　
夏
は
花
火
や
海
な
ど
楽
し

い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
で
す
が
皆
さ

ん
、
熱
中
症
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。
             （
松
）

▽
子
育
て
に
関
す
る
情
報
を
集
め
た

「
子
育
て
応
援
ひ
ろ
ば
」
は
、
記
事

を
探
し
や
す
く
す
る
た
め
、
原
則
広

報
紙
の
中
央
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

小
さ
な
こ
と
で
す
が
「
使
え
る
」
広

報
紙
と
な
る
よ
う
、
日
々
検
討
・
改

善
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。
    （
小
）

▽
わ
れ
ら
が
“
お
づ
み
ん
”
は
今
年

も
ゆ
る
キ
ャ
ラ
グ
ラ
ン
プ
リ
に
参
戦

し
ま
す
！
　
可
愛
さ
な
ら
、
全
国
で

も
ダ
ン
ト
ツ
に
可
愛
い
キ
ャ
ラ
だ
と

思
う
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
１
日
１
回
投
票
を

お
願
い
し
ま
す
。
             （
大
）
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木・月
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収
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燃
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集収みご源資の月8

/

日72、㈭日31

㈬日62、㈬日21

㈬日62、㈬日21

㈭日02、㈭日6

㈬日91、㈬日5
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668102XAF148102☎館習学生弥根曽上池●

先
絡
連
の

4

可
り

成
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減
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たあ人1
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●●●●●●●●●●

ュジゴージ

日
時
・
場
所

▽
８
月
７
日
㈮
　
午

前
10
時
～
午
後
４
時
30
分
　
泉
大
津

市
役
所
（
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
休

憩
）
▽
９
月
６
日
㈰
　
午
前
10
時
～
午

後
４
時
　
泉
大
津
郵
便
局
（
正
午
～
午

後
１
時
ま
で
休
憩
）
▽
９
月
９
日
㈬

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分
　
大
津

神
社
※
休
憩
な
し

問
合
献
血
推
進
協
議
会
（
☎
23
・
１

３
９
３
）
   

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
６
月
１
日
～
30
日
取
り
扱
い
分
）

◇
１
１
５
円
　
東
原
口
哲
弥

◇
１
０
０
０
円
　
吉
田
千
代
子

◇
２
０
０
０
円
　
菊
地
正
代

◇
３
０
０
０
円
　
匿
名
　

◇
３
０
０
０
円
　
Ｓ

◇
９
万
７
７
１
円
　
匿
名

◇
５
５
０
０
円
　
岡
井
谷
初
子

（
敬
称
略
）
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の
関
機
係
関
所
役
市

土
日

・水

金・火

スーコ

木・月

スーコ

ス

曜
集
収
み
ご
燃
可

9

ーコ

量量減減みみ減減ごご

s

みみ 量量に減減量ご

ptthLRU
0080XAF
1･0080☎
へータンセ
みご大粗
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ンン

日
紙

㈭

古・イレト品食・ルトボトッペどなのもとせ・ンビ・ンカ

ガガススたたけけ向向

集収みご源資の月9

/

日42、㈭日01

㈷日32、㈬日9

㈷日32、㈬日9

㈭日71、㈭日3

㈬日03、㈬日61、㈬日2

㈬日03、㈬日61、㈬日2

向けたスロ ガン
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。いさだくみ込し申おでトッネータンイはくしも話電へ
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成
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5
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。

ウ

うよしにうよいなら
帰ち持はのもるなにみ
ご、てし用利をグッバ
コエ、は際の物い買お

ュジゴージ

４回目を迎える夏の恒例イベント
「キャンドルナイトｉｎ助松公園」。
ペットボトルを利用した和紙キャンド
ルで、幻想的な夜を彩りませんか。
日時 ８月8日㈯　午後2時～8時30分
（雨天予備日9日㈰）
場所 助松公園（小津中学校の海側付
近）
内容 模擬店（飲食・遊び）・ステー
ジイベント（音楽ライブやダンスなど
を予定）・浴衣や仮装して来てくれた
人は、記念の写真撮影をさせていただ
きます。
参加費 無料
キャンドルづくりにご参加ください！

当日までに助松公園会館（公園北側）
でキャンドルづくりを実施します。
日時 ８月5日㈬、6日㈭、7日㈮、
いずれも午前10時～午後4時
持物 500ml以上のペットボトル（た
くさんお持ちください）

イベント詳細は「地域の元気づくりプ
ロジェクトのブログ」をご覧ください。
フェイスブックページもあります。 
問合 キャンドルナイト実行委員会
（k.hamamu@gmail.com）

～初秋の鳥取砂丘の散策と砂の美術
館見学と梨狩り体験バスツアー～
日時 ９月６日㈰（雨天決行）
集合場所 午前７時15分市役所西玄関
前集合　午前７時30分出発　▷コー
ス：市役所→阪神：中国：鳥取→鳥取
IC→鳥取砂丘美術館―砂丘フレンド
（昼食・観光）→梨狩り（体験・お土
産付き）→鳥取：中国：阪神→泉大津
市役所前（午後6時30分ごろ着予定）
定員 先着40人　
参加費 大人8,500円　小学生以下
5,000円（昼食、見学料込み）
持物 雨具・水筒・履き慣れた靴
申込 ８月16日㈰午前９時30分から
総合体育館（☎33・1200）へ
注意　キャンセルによる返金は申込
受付日から12日以内全額、17日以内
は半額
問合 市民歩こう会　深野（☎090・
5883・1896）

情報

Ivent  Information

㈯
8/８ みんなでつくるキャン

ドルナイトin助松公園
㈰
６/９ 市民歩こう会

絵
本
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

個
人
事
業
税

弥
生
文
化
博
物
館
か
ら
の

お
知
ら
せ

■関西国際空港からの国際線のフライトがますます充実！
アジア方面各国への国際線のフライトが増え、ますます充

実します！　フィリピン航空が 7 月 18 日㈯より関西＝セブ
線を週 3 便増便し、既存便とあわせて週 7 便のデイリー運航
となりました。中国方面へは、中国南方航空が 7 月 23 日㈭よ
り、関西＝深圳線を週 4 便で就航しました。2015 年夏休み
は、ぞくぞくと増便し、ますます便利になる関西空港の国際線
をぜひご利用ください！
■KIX-ITM カード

KIX-ITM カードは入会費・年会費とも無料、クレジット機
能なしで誰でも簡単にご入会いただけます。関西空港発着の
フライトをご利用いただくとフライトポイントをためること
ができ、JAL、ANA のマイルへの交換、駐車料金無料、ラピ
ート片道料金の割引など、さまざまな特典をご用意。お車をご
利用の場合、お持ちいただくだけで関西空港の駐車料金が
25%OFF となり、大阪（伊丹）空港の駐車料金も 10%OFF

になります。そのほか 24 時間ご利用できる KIX エアポート
ラウンジの利用料金が 50%OFF、免税店でのお買い物が
5%OFF など、さまざまな空港内の割引特典が受けられます。
■「KIX-ITM サマーフェスタ」開催！

関西国際空港では、7 月 18 日㈯から 9 月 6 日㈰までの期
間、「KIX-ITM サマーフェスタ」と題し、ご家族で楽しんでい
ただけるさまざまなイベントやキャンペーンを実施します。
8 月 29 日㈯、30 日㈰には関西国際空港の一大イベントであ
る「関空夏まつり」を開催するほか、大阪国際空港との共同イ
ベントも開催、夏の思い出づくりに、ご家族、お友達皆さまお
誘いのうえ、両空港へぜひお越しください。イベントの詳細は
関西国際空港ホームページをご覧ください。
問合 新関西国際空港株式会社 ターミナル営業部☎072・
455・2060(平日午前 9 時～午後 5 時)
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寄贈式の様子

今月の「元気でーす！おおつっこ」は休載させていただきました。


